
92 

平斎岸 j喜
井藤
健俊
一優男

越
前
の
古
代
荘
園

l

糞
置
庄
遺
跡
の
危
機
!

〔
福
井
の
文
化
財
を
考
え
る
会
刊
〕

上

京
大
教
授
岸
俊
男
「
越
前
の
古
代
荘
園
ー
ー
ー

糞
置
庄
と
正
倉
院
開
回
図
l
i」
、
県
文
化
財
審

夫

議
委
員
斎
藤
優
「
糞
置
庄
と
越
前
の
条
皇
」
、
同

会
事
務
局
長
平
井
健
一
「
糞
置
庄
遺
跡
の
意
義

と
そ
の
破
壊
」
の
三
論
文
及
ぴ
平
井
健
一
「
福

井
県
に
お
け
る
文
化
財
保
存
運
動
の
現
状
と
課

題
」
と
同
会
長
白
崎
昭
一
郎
氏
の
「
あ
と
が
き
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
を
刊
行
し
た
第
一
の
企
図
は
、
近
年
県

下
の
古
代
荘
園
が
地
域
開
発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、

消
滅
す
る
の
は
、
学
術
的
、
文
化
財
保
存
の
観

点
か
ら
、
は
な
は
だ
遺
憾
だ
と
し
、
こ
の
さ
い

特
に
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
糞
置
庄
(
福
井
市
二

上
町
)
|
|
単
に
古
代
荘
園
の
一
遺
跡
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
当
時
の
荘
園
景
観
が
復
元
で
き
、

条
皇
制
施
行
等
の
諸
問
題
を
究
明
し
得
る
荘
園

と
み
る
が
1
1
i
に
か
か
わ
る
今
日
的
重
要
課
題

を
、
歴
史
的
に
追
究
し
、
関
係
当
局
は
じ
め
広

く
県
民
に
訴
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
岸
教
授
は
、
越
前
東
大
寺
領
荘
園
の
歴

史
的
背
景
に
照
明
を
当
て
、
坂
井
・
足
羽
両
郡

下
の
鯖
回
国
富
庄
・
道
守
庄
は
じ
め
諸
荘
園
が
、

越
前
古
代
史
に
お
い
て
果
た
し
た
歴
史
的
機
能

F

つ
ぶ
さ
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
の
糞
置

庄
に
つ
い
て
は
、
正
倉
院
開
田
図
に
宝
字
三
年
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と
天
平
神
護
二
年
の
年
代
の
違
う
二
枚
の
絵
図

が
残
存
す
る
た
め
、
容
易
に
比
較
検
討
で
き
、

し
か
も
後
者
の
分
が
荘
園
の
周
辺
の
景
観
を
大

和
絵
風
に
巧
み
に
描
い
て
お
り
、
そ
の
現
在
地

も
は
っ
き
り
比
定
で
き
る
と
い
う
。
つ
ま
り
現

存
す
る
景
観
と
絵
図
と
の
関
連
が
極
め
て
的
確

に
把
提
で
き
る
わ
け
で
、
こ
う
し
た
現
地
の
「

歴
史
的
景
観
」
の
保
存
は
、
学
問
的
に
も
ぜ
ひ

必
要
だ
と
強
調
す
る
。

斎
藤
氏
は
、
越
前
の
条
里
制
に
つ
い
て
の
具

体
的
動
向
を
、
現
地
で
の
調
査
結
果
と
対
比
し

な
が
ら
論
述
す
る
。
そ
し
て
近
年
の
耕
地
の
構

造
改
善
事
業
の
急
速
な
進
展
が
、
条
皇
制
の
遺

構
を
徹
底
的
に
消
滅
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
せ

め
て
明
治
初
年
の
地
籍
図
|
|
|
条
里
の
遺
構
が

正
確
に
実
測
さ
れ
遺
存
さ
れ
て
い
る
が
ー
ー
ー
だ

け
は
、
ぜ
ひ
国
家
の
事
業
と

L
て
永
久
保
存
の

方
途
が
講
ぜ
ら
る
べ
き
だ
と
真
剣
に
訴
え
て
い

づ令。
平
井
氏
も
、
糞
置
庄
遺
跡
の
重
要
な
歴
史
的

意
義
を
論
じ
、
地
域
開
発
に
よ
る
破
壊
の
経
過

と
、
そ
の
問
題
点
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
さ

ら
に
県
下
の
文
化
財
保
存
運
動
の
現
状
に
つ
き
、

上

特
に
道
守
庄
遺
跡
、
原
目
山
古
墳
群
、
安
保
山

古
墳
群
、
糞
置
庄
遺
跡
の
破
壊
の
経
過
を
述
べ
、

強
力
な
保
存
運
動
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。

最
後
に
白
崎
氏
は
、
「
あ
と
が
き
」
で
、
以

上
の
諸
論
文
の
趣
旨
を
総
括
し
、
越
前
の
東
大

寺
領
荘
園
の
全
国
に
占
め
る
比
重
の
高
さ
か
ら
、

特
に
糞
置
庄
遺
跡
の
国
家
的
保
存
を
強
く
要
望

し
て
い
る
。

た
し
か
に
「
保
存
と
開
発
」
は
、
極
め
て
重

要
な
今
日
的
課
題
で
あ
る
が
、
本
書
は
糞
置
庄

を
中
心
に
文
化
財
〈
古
代
遺
跡
〉
保
護
の
観
点

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
歴
史
家
に
よ
り
学
問

的
に
論
述
し
、
し
か
も
一
般
読
者
に
も
容
易
に

理
解
し
得
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
点
で
、
ぜ

ひ
一
読
に
値
す
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る

(
斎
藤
印
刷
刊
八
一
ペ
ー
ジ
定
価
五

O
O
円
)

岸
・
斎
藤
・
平
井
越
前
の
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代
荘
園
i

|
糞
置
庄
遺
跡
の
危
機
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